
自然史博物館の 研 活活 動

　博物館における調査研究は、博物館活動の根幹をな
すものである。展示や資料収集、普及教育活動も調査
研究との双輪をなしてこそ、その意義や成果が高まる。
　自然史博物館では開館当初から学芸員の調査研究
の推奨し、その活動に反映している。また、科研費申
請機関としての指定や国内外の研究者・機関との共

同研究、外来研究員制度など、制度面からも研究活動
を支援できるようにしている。個々の学芸員の研究
成果や科研費などの競争的資金の状況については、
11ページ以降の「調査研究事業」に譲るが、ここでは
近年の科研費など競争的資金において行われた研究
について、そのいくつかを紹介する。

▲ �干潟は高度経済成長期にその多くが失われた。開発が進む以前の干潟環境を知る一つの手がかりは博物館の標本である。干潟性
生物の標本を国内外の博物館で探索し、生物相の変遷の再構築を試みた。大阪湾や東京湾などの都市圏海域は現存標本が多く、環
境の変化をたどることができた。写真は堺産ハイガイ（1900年代前半か・国立科学博物館蔵）と横浜産コオキナガイ（1889-92年・
フィールド博物館蔵）。両種とも同海域での近年の記録はなく、貴重な標本記録である。科研費若手研究(B)「博物館標本から再構
築する日本の干潟生物相の変遷とその保全への活用」（研究代表者：石田　惣；課題番号：23701025）より。

◀ �2012年頃から大阪で確認が相次いだア
カハネオンブバッタ（写真）は、市民と
の共同の分布調査により、近畿地方の平
野部に広く定着していることが明らか
と な っ た(https://www.google.com/
maps/d/edit?mid=zZcKFWqC2Reg.
kat0QoCtgpdw)。�南西諸島及び台湾で
サンプリングを行い、COI、ITS2領域の塩
基配列を比較したところ、少なくとも移入
個体群の一部は台湾産のものと一致するこ
とが明らかとなった。科研費基盤研究��(C)
「アカハネオンブバッタの移入・拡散の実態
と在来オンブバッタに与える影響の解明」
（研究代表者：松本吏樹郎；研究課題番号：
26430209）�より。��

◀ ��大阪市浪速区の恵美須遺跡において、
台風により形成された海浜堆積物が見
いだされた。海浜堆積物中には、沿岸
州が陸方向に移動し、最終的に前浜に
乗り上げっていった様子が見て取れ、
同時にその堆積物は陸方向に細粒化す
る（写真）。これはおそらく台風による
暴浪の減衰期に陸方向への堆積物運
搬が活発だったことを示している。科
研費基盤研究（C）「現世および考古遺
跡における高潮・越波堆積物の認定
と津波堆積物との比較」（研究代表者：
中条武司；課題番号：25400494）よ
り。

▲ �博物館に収蔵されているボーリング標本を調査して地質断面図の作成を行い、大阪平野地下の地質層序や構造の研究を行った。左図
はボーリング標本調査を元に作成した大阪市北区～都島区の地質断面図である。このような地質断面図を大型プリンターで印刷し、
ボーリング標本と組み合わせて小中学校向け貸し出し標本として活用し（右図）、小中学校理科の授業を支援した。公益財団法人日本
科学協会平成25年度笹川科学研究助成実践部門（奨励賞受賞）「博物館所蔵のボーリングコアをつかって大阪平野地下の地層をさぐ
る－地学分野の学校向け貸し出し教材の開発・運用と防災教育への展開－」（研究代表者：石井陽子、研究番号：25-821）より。

▲ �変動帯である日本において避けることが出来ない地震や火山噴火などの地質災害に対する市民のリテラシー向上のために、地質
現象の「見える化」実演実験プログラムの開発に取り組んだ。地震は地下における断層現象が本質であるので、プラスチック水槽
と小麦粉とココアで作った地層を使った「逆断層のモデル実験」を紹介した。その後改良を加えて、「正断層のモデル実験」と「褶
曲のモデル実験」を開発し、博物館入館者を対象としたジオラボにおいて公開実験を行った。科研費基盤研究Ｃ「博物館資料を活
用した地質現象の『見える化』実演実験の開発とその博物館学的意義」（研究代表者：川端清司；研究課題番号　22601017）から。
左は逆断層のモデル実験（平成23年3月開催）、右は褶曲モデル実験（平成26年3月開催）。
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